
令和元年度 南区はち丸在宅支援センター 市民向け普及啓発 アンケート
【日時】令和2年1月29日（水）13:30～14:30

【場所】菊住コミュニティセンター

【参加者】26名（はつらつクラブ21名＋ボランティア3名＋民生委員２名）

１．年齢を教えてください。

60歳未満 1

60代 3

70代 11

80代 11

90歳以上 0

２．在宅療養について知っていましたか？

はい 16

いいえ 8

未回答 2

３．本日の「いつまでも自分らしく生きるために」の話を聞いて、

わかりやすかったところを教えてください。（複数チェック可）
かかりつけ医について 14
訪問診療と往診について 17
食べられなくなった場合の在宅療養 9
動けなくなってきた場合の在宅療養 12
癌の在宅療養 10
認知症の在宅療養 9
自宅での生活を支えてくれる職種があるということ 17
ACPについて 16

４．かかりつけ医はいますか？

いる 24

いない 2

５．もしあなた自身に医療や介護が必要となったら、どこで暮らしたいですか？

自宅 16 ＜理由＞

病院 3

施設 5

その他 0

未回答 2

アンケート回収率100％

・その時の状態によって（施設）

・家族に迷惑をかけたくないから（どちらかといえば施設）

・家ではムリなので（病院）

・出来るだけ身内に面倒かけたくない

・家族の中で最後はいきたいです（自宅）

14

17

9

12

10

9

17

16

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

かかりつけ医について
訪問診療と往診について

食べられなくなった場合の在宅療養
動けなくなってきた場合の在宅療養

癌の在宅療養
認知症の在宅療養

自宅での生活を支えてくれる職種があるということ
ACPについて

1
3

11
11

0

0 2 4 6 8 10 12

60歳未満
60代
70代
80代

90歳以上

16
8

2

0 5 10 15 20

はい
いいえ
未回答

24
2

0 5 10 15 20 25 30

いる
いない

16
3

5
0

2

0 5 10 15 20

自宅
病院
施設

その他
未回答



６．もしご家族に医療や介護が必要となったら、どこで暮らしたいですか？

自宅 11 ＜理由＞

病院 4

施設 7

その他 1

未回答 3

７．将来、医療や介護が必要となった時のことを考えたことはありますか？

はい 18

いいえ 8

８．本日の「いつまでも自分らしく生きるために」の話を聞いて、家族や友人などと、

  もしもの場合に備えての話をしてみようかと思いましたか？

はい 18 ＜誰と＞

いいえ 0 ・家族 ・主人

すでに話をしている 8 ・子供 ・⾧女

・娘たちと

９．本日の「いつまでも自分らしく生きるために」の話を聞いて、

  印象に残ったことを教えてください。（原文ママ）

 ・身にしみました。

 ・深く考えなければ。

 ・よくわかるけどむずかしい。

 ・はち丸のこと初めて知った。

 ・はち丸のこと初めて知りました。

 ・自分の事でもわからないその時に。

 ・毎日積極的に動く様努力します。

 ・数多くの話を聞く事が大切だと思った。

 ・家で出来る事が数多くある事を知った。

 ・エンディングノートを早く作らないと。

 ・エンディングノートを書こうと思いました。

 ・家族とよく話しておく事が大事だと思いました。

 ・いざという時の心構えをしておく事は大事だという事。

 ・家族の協力も大変だと思います。家族が元気でいてほしいのが一番。

・家ではムリなので（病院）

・その時の状態をみて（施設）

・自分も年を取るので面倒見切れない（施設）

・娘と延命治療はしないでいいと話している
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 ・費用が心配。

 ・今のところはない。

 ・まだ考えていません。

 ・大切な話しでよかった。

 ・初めて支援センターを知りました。

 ・本当は自宅で最期を迎えたいですが一人暮らしでは考えます。

１０．ご感想やご意見、はち丸在宅支援センターへの要望など、ご自由にお書きください。（原文ママ）


